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概    要  




とを証明した。この結果から、α1L アドレナリン受容体はα1A 遺伝子由来ではあるがα1A とは異なる
特殊な表現型であることを明らかにし、α1L アドレナリン受容体選択的な薬物開発は下部尿路特異的な
新規薬物となると考えられた。 
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